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本報告の課題は輸出主導型育成と言うモロッコ自動車産業の特質を明らかにすることにある。

それは国内市場を主たる標的とせず,欧州地域への輸出のための生産を行なうことに最重点

をおいた産業育成戦略である｡2012 年にルノー-日産 B.V.社のモロッコ法人が本格的な大量

生産工場であるタンジェ工場を築き,2015 年時点では既に 23万台の生産実績を積み上げた｡

モロッコにあるもう一つの自動車メーカーであるソマカ社(後に詳述)の 6 万台と合わせてモロ

ッコの生産台数は 29 万台となった｡ 

しかしながら,その 29 万台の生産台数の内,輸出に 26 万台(生産台数の 90％)が向けられ,国

内販売に供給されたのはわずか3万台であったモロッコにとっては輸出のための生産拠点構

築が最優先の中核的課題である｡他方,国内市場は 13万台まで成長しているが,その 13万台

の内,上述したように国内生産から充てられたのはわずか 3 万台であり,残りの 10 万台(販売

台数の 77％)は輸入によって充当されている｡29 万台も生産しているにもかかわらず,13 万台

の国内市場の大半は輸入車によって占められている｡ 

あえて言えば,歪んだ供給-需要パターンをモロッコ自動車産業は有しているが,そうしたパタ

ーンが輸出競争力を産み出しているとも言えよう｡こうした輸出に重点を定めて自国の自動車

産業の育成をはかるという戦略をモロッコ政府はメキシコやトルコから学んでいる｡その意味

でモロッコの供給-需要パターンは,一方でメキシコやトルコのそれらと共通する側面も見られ

るが,他方でモロッコに特徴的なことは,自動車産業への本格的参入が遅れ,最後発となってい

る故に,あるいは国内自動車市場が小さい故に,より極端な輸出主導型のパターンを採らざる

を得なくなっていることである｡ 

本稿は,こうしたモロッコ自動車産業の特質を明らかにするとともに,他国の供給-需要パター

ンおよび自動車産業政策の国際比較を行なうことによって輸出主導型育成戦略の持つ国際

的含意を検討する。 

なおモロッコ自動車産業に関しては,苑(2012)がモロッコに進出した日系のワイヤーハーネス

製造企業のケーススタディを行なっている。日本的生産システムがどのようにしてモロッコに

移転されたかに焦点をあて,経営管理システムや労務管理システムに関する実証分析をして

いる。こうした成果を踏まえて,本報告はモロッコ自動車産業全般の概括的分析をおこなうも

のである｡ 
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